
万国の労働者団結せよ！　万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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一
九
四
五
年
八
月
、
ア
ジ
ア
の
人

び
と
二
〇
〇
〇
万
人
以
上
、
日
本

人
約
三
一
〇
万
人
の
命
を
奪
い
と

っ
て
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
日
本

軍
国
主
義
は
敗
北
し
た
。
な
に
を

い
ま
さ
ら
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

を
、
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
日
本
人
民

の
現
代
の
歴
史
は
、
す
く
な
く
と

も
こ
の
苦
く
、
悲
惨
な
歴
史
的
経

験
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
安
倍
政
権
は
、

二
〇
一
五
年
八
月
に
、
自
国
の
侵

略
と
植
民
地
支
配
の
歴
史
に
一
切

誠
実
に
向
き
合
う
こ
と
な
く
、
無

知
と
無
恥
で
ぬ
り
か
た
め
た
自
己

中
心
の「
戦
後
七
〇
年
談
話
」を
発

表
し
、
九
月
に
は
第
二
次
大
戦
の

結
果
と
し
て
国
際
的
な
反
フ
ァ
シ

ズ
ム
勢
力
の
総
力
を
も
っ
て
獲
得

さ
れ
た
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義

を
骨
抜
き
に
す
る
、
憲
法
違
反
の

戦
争
法
を
強
行
採
決
し
た
。
こ
う

し
て
安
倍
政
権
は
、
自
民
公
明
の

国
会
議
員
の
圧
倒
的
多
数
を
頼
み

に
、
内
外
の
批
判
を
封
じ
込
め
、

戦
後
七
〇
年
を
乗
り
切
っ
た
。

国
会
前
を
う
め
つ
く
し
た
最
大
一

二
万
人
の
抗
議
の
人
の
波
。
わ
れ

わ
れ
も
連
日
、「
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！
　

96
条
改
悪
反
対
連
絡
会
議
」
の
旗

の
も
と
行
動
に
か
け
つ
け
た
。
そ

こ
に
は
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
」
や

「
マ
マ
の
会
」
を
は
じ
め
、
こ
れ

ま
で
の
運
動
で
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
人
び
と
が
数
多
く
参
加
し
て
い

た
。
ま
た
そ
れ
を
リ
ー
ド
し
下
支

え
し
た
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０

０
０
人
委
員
会
」
や
「
戦
争
さ
せ

な
い
・
９
条
壊
す
な
！
　
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
」
の
活
動
も

日
を
追
っ
て
活
発
に
な
っ
て
い
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
争
法
が
成

立
さ
せ
ら
れ
た
後
の
い
ま
こ
そ

が
、
こ
の
闘
い
を
真
剣
に
総
括

し
、
次
の
闘
い
に
の
ぞ
む
重
要
な

と
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
本
質

日
本
資
本
主
義
は
世
界
第
三
位
の

経
済
力
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

維
持
・
拡
大
す
る
た
め
に
も
そ
れ

に
応
じ
た
軍
事
力
を
も
つ
、
平
和

憲
法
に
し
ば
ら
れ
な
い
「
普
通
の

国
家
」
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
独
裁
の
日

本
帝
国
主
義
と
し
て
あ
る
。

少
し
長
く
な
る
が
、
そ
の
性
格
を

は
っ
き
り
と
示
す
最
近
の
典
型
例

を
あ
げ
る
。
二
〇
一
五
年
十
二
月

十
一
日
か
ら
三
日
間
、
安
倍
首
相

は
イ
ン
ド
を
訪
問
し
、
モ
デ
ィ
首

相
と
の
首
脳
会
談
を
行
な
っ
た
。

新
聞
各
紙
は
一
斉
に
そ
の
外
交

「
成
果
」
を
報
じ
た
が
、
内
容
を

み
る
と
①
「
平
和
安
全
法
制
」

（
戦
争
法
）
を
「
積
極
的
平
和
主

義
」
の
具
体
的
実
践
と
し
て
支
持

す
る
よ
う
要
請
、
モ
デ
ィ
首
相
が

同
法
制
を
支
持
す
る
旨
発
言
。
②

安
倍
首
相
は
防
衛
装
備
品
及
び
技

術
移
転
協
定
と
防
衛
関
連
情
報
を

交
換
す
る
た
め
の
情
報
保
護
協
定

の
署
名
を
歓
迎
。
米
印
海
軍
の
合

同
演
習
「
マ
ラ
バ
ー
ル
」
へ
の
自

衛
隊
の
恒
常
的
参
加
を
決
定
。

「
Ｊ
Ａ
Ｉ
」（
日
米
印
）
の
協
力
を

進
め
た
い
旨
発
言
。
海
上
自
衛
隊

の
救
難
飛
行
艇
「
Ｕ
Ｓ
２
」
の
輸

出
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
協
議
。

③
日
本
の
原
発
技
術
を
イ
ン
ド
に

供
与
す
る
原
子
力
協
定
の
締
結
で

原
則
合
意
（
イ
ン
ド
は
Ｎ
Ｔ
Ｐ
・

核
拡
散
防
止
条
約
不
参
加
国
だ
。

イ
ン
ド
が
核
実
験
を
行
な
っ
た
場

合
日
本
が
協
力
を
停
止
す
る
こ
と

で
理
解
を
得
た
と
は
言
う
が
、
ど

う
な
る
こ
と
か
わ
か
っ
た
も
の
で

は
な
い
）。
④
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
高
速
鉄
道
計
画
で
、
日
本
は
中

国
と
の
受
注
競
争
に
敗
北
し
た

が
）
イ
ン
ド
西
部
ム
ン
バ
イ
―
ア

ー
メ
ダ
バ
ー
ド
間
の
イ
ン
ド
初
の

高
速
鉄
道
計
画
に
日
本
の
新
幹
線

方
式
を
導
入
。
総
事
業
費
約
一
兆

八
〇
〇
〇
億
円
の
う
ち
最
大
で
八

一
％
、
約
一
兆
四
六
〇
〇
億
円
の

円
借
款
を
供
与
。
条
件
は
償
還
期

間
五
〇
年
（
据
え
置
き
期
間
一
五

年
）、
利
子
率
年
〇
・
一
％
と

「
過
去
に
な
い
破
格
の
設
定
」（
日

本
政
府
筋
）。
さ
ら
に
新
た
に
イ

ン
ド
進
出
日
本
企
業
向
け
に
一
・

五
兆
円
の
金
融
特
別
枠
を
設
定
し

ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
創
出
す
る
。

軍
事
化
へ
の
傾
斜

な
ん
と
も
あ
け
す
け
な
、
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
合
意
内
容
で
あ

る
。
こ
れ
は
第
一
に
、
米
中
逆
転

時
代
の
到
来
と
い
わ
れ
る
中
国
の

台
頭
を
前
に
、
日
米
同
盟
を
強
化

し
、
米
日
豪
印
、
そ
し
て
そ
こ
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
さ
ら

に
韓
国
も
加
え
て
中
国
包
囲
網
を

形
成
す
る
ぞ
と
い
う
宣
言
だ
。
安

倍
政
権
は
戦
争
法
成
立
の
前
に
自

衛
隊
と
米
軍
の
役
割
分
担
を
定
め

た
防
衛
協
力
の
指
針
（
日
米
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）
を
改
定
し
、
東
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
を
こ
え
る
全
世
界

的
規
模
で
の
軍
事
共
同
行
動
を
可

能
に
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

連
携
協
定
）
の
大
筋
合
意
も
、
経

済
ば
か
り
で
な
く
政
治
的
・
軍
事

的
意
図
の
あ
る
こ
と
を
隠
さ
な

い
。
ま
た
経
団
連
な
ど
の
業
界
団

体
か
ら
の
強
い
要
求
を
受
け
て
、

武
器
輸
出
三
原
則
を
「
防
衛
装
備

移
転
三
原
則
」
に
変
え
、
軍
需
生

産
の
拡
大
を
「
成
長
戦
略
」
の
目

玉
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
文
民

統
制
も
外
し
、
軍
事
費
は
今
年
初

め
て
五
兆
円
を
超
え
る
。
米
軍
を

軸
と
す
る
軍
事
演
習
は
通
年
が
恒

常
化
し
て
い
る
。

戦
争
法
に
反
対
す
る
運
動
の
中
で

「
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
日
本
が
ま

き
込
ま
れ
る
」
と
い
う
声
が
広
く

き
か
れ
た
。
し
か
し
基
本
的
に
ア

メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
指
揮
の
も
と

に
日
本
帝
国
主
義
の
路
線
が
敷
か

れ
て
い
る
に
し
て
も
、
安
倍
ら
は

安
倍
ら
で
日
本
独
自
の
国
益
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
追
求
し
て
お

り
、
そ
こ
に
は
日
米
の
確
執
も
存

在
す
る
。

ソ
連
・
東
欧
の
社
会
主
義
体
制
崩

壊
後
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
は

終
わ
っ
た
と
喧
伝
さ
れ
二
五
年
が

す
ぎ
た
が
、
事
実
は
ま
っ
た
く
違

う
。
旧
東
欧
社
会
主
義
諸
国
で
は

共
産
党
の
非
合
法
化
も
行
な
わ
れ

て
い
る
し
、
戦
後
七
〇
年
の
今

年
、
第
二
次
大
戦
の
評
価
を
め
ぐ

っ
て
先
進
資
本
主
義
国
と
中
露
、

朝
鮮
な
ど
と
の
認
識
の
違
い
が
公

然
化
し
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
が

「
安
倍
七
〇
年
談
話
」
で
あ
っ
た
。

普
遍
的
価
値
と
は
？

戦
争
法
反
対
運
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、「
立
憲
主
義
・
民
主
主

義
を
守
れ
」
が
使
わ
れ
た
。
し
か

し
安
倍
た
ち
が
進
め
る
普
遍
的
価

値
に
も
と
づ
く
政
策
と
は
、
か
れ

ら
な
り
の
（
つ
ま
り
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

支
配
階
級
の
）
自
由
、
民
主
主

義
、
基
本
的
人
権
、
法
の
支
配
、

市
場
経
済
の
「
尊
重
」
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
れ
と
わ
れ
わ
れ
労
働
者

人
民
の
求
め
る
も
の
は
ど
う
違
う

の
か
。

こ
う
し
た
日
本
政
治
の
反
動
化
の

根
底
に
、
八
〇
年
代
以
降
の
資
本

家
側
の
攻
撃
に
有
効
に
反
撃
で
き

ず
妥
協
と
敗
北
を
つ
づ
け
た
労
働

運
動
の
弱
体
化
を
み
る
べ
き
だ
。

二
〇
〇
六
年
九
月
か
ら
一
年
間
の

「
第
一
次
安
倍
内
閣
」
で
は
、
教

育
基
本
法
が
改
悪
さ
れ
、
防
衛
庁

が
防
衛
省
に
格
上
げ
さ
れ
、
日
本

国
憲
法
の
改
悪
手
続
に
関
す
る
法

律
（
国
民
投
票
法
）
が
制
定
さ
れ

た
。
そ
の
後
の
第
二
次
安
倍
政
権

で
の
特
定
秘
密
保
護
法
制
定
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
の
閣
議

決
定
を
は
じ
め
、
こ
の
一
〇
年
で

あ
ら
ゆ
る
部
面
で
安
倍
が
掲
げ
た

「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」

は
確
実
に
す
す
ん
だ
。
わ
れ
わ
れ

の
任
務
は
、
日
本
社
会
の
反
動
化

を
食
い
止
め
る
職
場
生
産
点
で
の

労
働
者
・
労
働
組
合
の
力
を
な
ん

と
し
て
も
再
生
さ
せ
る
こ
と
だ
。

沖
縄
県
民
の
闘
い

状
況
は
圧
倒
的
に
わ
れ
わ
れ
人
民

の
側
に
不
利
に
み
え
る
。
し
か

し
、
十
二
月
十
四
日
、
沖
縄
県
民

は
県
内
の
市
民
団
体
、
労
働
組

合
、
経
済
界
、
政
党
な
ど
幅
広
い

団
体
を
網
羅
す
る
「
辺
野
古
新
基

地
を
造
ら
せ
な
い
オ
ー
ル
沖
縄
会

議
」
を
結
成
し
た
。
沖
縄
県
民
は

唯
一
、
先
の
衆
議
院
選
挙
の
四
つ

の
小
選
挙
区
す
べ
て
で
自
民
党
候

補
を
破
っ
て
基
地
反
対
派
を
当
選

さ
せ
た
。
名
護
市
長
選
挙
で
稲
嶺

候
補
を
、
県
知
事
選
挙
で
は
翁
長

候
補
を
当
選
さ
せ
、
明
確
に
新
基

地
建
設
反
対
の
意
思
を
示
し
た
。

「
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」
の
設
立
趣

意
書
は
言
う
、「
沖
縄
の
政
治
・

社
会
大
衆
運
動
史
上
か
つ
て
な
い

世
論
の
結
集
を
つ
く
り
だ
し
、
中

央
政
府
と
対
峙
し
て
で
も
沖
縄
の

未
来
は
沖
縄
が
切
り
拓
く
と
い
う

気
概
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
」
と
。

沖
縄
県
民
の
闘
い
の
根
底
に
は
、

県
民
の
四
分
の
一
近
く
の
一
二
万

人
以
上
に
の
ぼ
る
沖
縄
戦
で
の
戦

死
者
の
教
訓
が
あ
る
。
こ
れ
が
こ

ん
に
ち
の
、
い
の
ち
を
大
切
に
す

る
闘
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
沖
縄
の
闘
い
は
、
基
地
あ
る

ゆ
え
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
は
じ
め

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
加
担
さ
せ
ら

れ
て
い
る
と
い
う
加
害
者
と
し
て

の
意
識
と
、
朝
鮮
・
韓
国
、
中
国

に
た
い
す
る
侵
略
の
歴
史
が
常
に

意
識
さ
れ
て
い
る
。『
琉
球
新
報
』

と
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
の
二
紙
が

県
民
世
論
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の

も
大
き
な
特
徴
だ
し
、
意
見
の
ち

が
い
を
議
論
す
る
場
が
あ
る
。
沖

縄
の
不
屈
の
、
あ
き
ら
め
な
い
闘

い
に
学
び
、
連
帯
し
闘
い
つ
づ
け

て
い
く
こ
と
を
、
新
年
に
確
認
し

あ
お
う
。

�

【
広
野
省
三
】

主 な 内 容
〈
政
治
〉「
総
が
か
り
行
動
」
め
ぐ
る
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
・
飯
島
滋
明
報
告  

 

２
〜
３
面

〈
沖
縄
〉
菅
官
房
長
官
発
言
に
対
す
る
鹿
野
政
直
氏
ら
の
声
明 �

 

４
〜
５
面

〈
新
春
エ
ッ
セ
イ
〉
目
取
真
俊
／
崔
権
一 �

 

５
・
６
面

〈
国
際
〉
南
沙
諸
島
め
ぐ
る
米
中
の
確
執
と
安
倍
政
権
（
浅
井
基
文
） � 

８
〜
９
面

〈
国
際
〉
変
貌
す
る
キ
ュ
ー
バ
を
訪
ね
て �

 

₁₁
面

〈
文
化
〉
リ
レ
ー
連
載
「
い
ま
宮
本
百
合
子
を
読
む
」 �

 

₁₂
面

二
〇
一
六
年
新
年
特
大
号
（
本
号
一
月
一
日
・
十
五
日
合
併
号
　
一
二
頁
）

辺野古新基地建設を断じて許さない！（キャンプ・シュワブゲート前での抗議行動　12月21日　撮影＝大舘まゆみ）

敗
北
の
総
括
こ
そ
が
勝
利
へ
の
鍵

階
級
的
見
方
を
研
ぎ
澄
ま
し
、安
倍
政
権
と
対
決
し
よ
う
！ 
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